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村
長
の
想ウ

ム

い

令和２年度 施政方針



令 和２年 度

施
政
方
針

施
政
方
針風

フ ン シ ト ゥ シ ナ テ ィ ユ チ ユ チ ト ゥ ク
水としなて悠々と暮らさ（自然と調和した潤いのあるむらづくり）

ちむ清
ヂュ

らさあるひ
ヒ ト ゥ ヌ マ ナ

との学び育
スダ

ち（夢を育み生涯輝けるひとづくり）

御
ウ マ ン チ ュ

真人や笑
ワラ

い誇
フクティ

て健
ガンジュウ

康の
ヌ

村
シマ

（未来が輝くハツラツむらづくり）

互
タ ゲ

いに勢
イチュ

い起
ウク

ち黄
ク ガ ニ

金花
ハナ

咲
サカ

さ（人集い活力と魅力あふれるむらづくり）

うち揃
スリティ

て創
チュク

らな平
ヘ イ ワ ヌ ユ

和の世（平和で平等な協働のむらづくり）

施
政
方
針
と
は
、
村
長
が一
年
間
の
村
政
の

基
本
方
針
や
政
策
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
示
す

も
の
で
す
。

　
令
和
２
年
2
月
27
日
、
3
月
定
例
議
会
に

お
い
て
、
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　つの基本方針
1 基本的人権を守り、誰もが平和で健やかに暮らし、男女が
　 共同して社会に参画できる読谷村を目指します。

2 平和を希求する憲法の基本理念を遵守し、米国優位の日米
　 地位協定の見直しに向け働きかけてまいります。

3 住み慣れた地域で、村民が自分らしく暮らしていける読谷型
　 地域包括ケアシステムの構築で医療・介護・予防・生活支援
　 等が一体的に提供できる協働のむらづくりに努めます。
4 読谷補助飛行場跡地をはじめとする返還軍用地の跡地利用を
　 着実に推進することにより、読谷村の活性化に努めます。

４

　つの重点政策５
1 子ども子育ての推進
2 ゆんたんざ産業づくりの推進
3 スポーツをとおしたむら（ひと）づくりの推進
4 包括的コミュニティづくりの推進
5 行財政改革の推進

新型コロナウイルス感染症の影響により、一部取り組むことが
困難な事業があります。何卒ご了承下さい。



風
フ ン シ ト ゥ シ ナ テ ィ ユ チ ユ チ ト ゥ ク

水としなて悠々と暮らさ（自然と調和した潤いのあるむらづくり）

ちむ清
ヂュ

らさあるひ
ヒ ト ゥ ヌ マ ナ

との学び育
スダ

ち（夢を育み生涯輝けるひとづくり）

御
ウ マ ン チ ュ

真人や笑
ワラ

い誇
フクティ

て健
ガンジュウ

康の
ヌ

村
シマ

（未来が輝くハツラツむらづくり）

互
タ ゲ

いに勢
イチュ

い起
ウク

ち黄
ク ガ ニ

金花
ハナ

咲
サカ

さ（人集い活力と魅力あふれるむらづくり）

うち揃
スリティ

て創
チュク

らな平
ヘ イ ワ ヌ ユ

和の世（平和で平等な協働のむらづくり）

景観　墓地　都市計画　軍用地跡地利用　幹線道路　上水道整備　下水道整備　公園整備
ごみ対策　交通安全対策　防犯対策　防災

子育て　学校教育　就学援助　学校施設の環境整備　世界遺産座喜味城跡ユンタンザミュージアム
文化財の保全　教育・学術及び文化の向上　読谷まつり　生涯学習の振興　文化センター
村立図書館　学校給食　スポーツ

地域福祉　集団特定健診　母子保健　健康づくり　健康増進センター　高齢者福祉
読谷型地域包括ケアシステム　診療所　障がい福祉　国民健康保険

農業　遊休農地対策　水産業　観光業　商工業　ヤチムン　読
ゆ ん た ん ざ

谷山花
はなうい

織
手わざ工芸品の技術継承

住民自治　ヨミタン大学　平和むらづくりの推進　村民相談　村税　行政サービスの向上

主な政策の実施項目



■
は
じ
め
に

は
い
さ
い　
ぐ
す
ー
よ
ー　
ち
ゅ
ー
う
が
な
び

ら
。

　

本
日
こ
こ
に
、
第
４
９
４
回
読
谷
村
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
令
和
２
年
度
の

予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸
議
案
の
説
明
に

先
立
ち
、
村
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針
と

主
要
施
策
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、
村
民

並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で一
貫
し
て
「
創
造
・
協

働
・
感
動
の
む
ら
づ
く
り
」
を
目
標
に
村
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
村
の
将
来
像
を
ま
と
め
た
「
読
谷
村
ゆ
た

さ
む
ら
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
「
ゆ
た
さ
あ
る

風
水 

優
る
肝
心 

咲
き
誇
る
文
化
ど 

想
い
合

ち
」
の
精
神
の
下
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
読
谷
村
を

目
指
し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
も
村
民
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご

意
見
を
賜
り
、
日
本一の
む
ら
づ
く
り
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
東
京
へ
の一極

集
中
が
進
み
、
地
方
で
の
働
き
手
不
足
な
ど

少
子
超
高
齢
社
会
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
の

増
加
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
伸
び
は
小
さ
く
、

今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
の
課
題
に
備
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
本
村
の

地
域
力
を
高
め
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
働
く

場
所
の
あ
る
ゆ
ん
た
ん
ざ
、
子
育
て
し
や
す
い

ゆ
ん
た
ん
ざ
、
ど
こ
よ
り
も
住
み
良
い
ゆ
ん
た

ん
ざ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
本
村
の
持
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
自
然・風
土・

歴
史
を
再
認
識
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
ユ
ン
タ

ン
ザ
ン
チ
ュの
精
神
を
大
切
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
域

の
更
な
る
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
昨
年
10
月
に
、
世
界
遺
産
首
里
城
が
焼
失

い
た
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
象
徴
が
崩
れ
行
く

姿
を
目
の
前
に
し
、
深
い
悲
し
み
と
同
時
に
再

建
へ
の
強
い
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
村

は
、
国
・
県
と
連
携
し
、
再
建
に
向
け
た
支

援
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
軍
用
地
跡
地

利
用
は
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
、
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
着
実
に
進

展
し
、
今
後
益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

楚
辺
通
信
所
跡
地
は
地
区
計
画
に
よ
る
跡
地

利
用
、
瀬
名
波
通
信
施
設
跡
地
に
お
い
て
は
、

農
業
基
盤
整
備
に
よ
る
跡
地
利
用
の
方
向
性

が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
住
民
及
び

地
主
会
と
と
も
に
、
よ
り一層
跡
地
利
用
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
跡
地
利
用
が
進
む一方
で
、
私
た
ち
は
、
本

村
で
あ
っ
た
忌
ま
わ
し
い
戦
争
の
記
憶
を
決
し

て
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
歴

史
の
実
相
を
後
世
へ
正
し
く
継
承
す
る
た
め
、

平
和
憲
法
の
基
本
理
念
を
遵
守
し
、
引
き
続

き
平
和
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
事
業
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
経

済
振
興
、
人
材
育
成
、
国
際
交
流
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
村
は
、
男
女
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
活
性
化
や
経
済
振
興
へ
の
波
及
効
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョン
事
業
の
推
進
に
よ
り
、県
内
外
に

「
ゆ
ん
た
ん
ざ
」
を
発
信
し
、
本
村
の
知
名

度
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。
多
く
の
観
光

客
が
本
村
を
訪
れ
、
宿
泊
、
飲
食
、
特
産
品

の
購
入
な
ど
を
行
い
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
の
増
加
な
ど
本
村
と
の
関
係
人
口
も
増

え
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
事
業
の
成
果
が

表
れ
て
い
る
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
村
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
施
設
整
備
や
道
路
事
業
、
社
会
保
障

費
や
子
育
て
支
援
な
ど
引
き
続
き
旺
盛
な
財

政
需
要
が
あ
り
、
業
務
改
善
に
よ
る
経
費
縮

減
と
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。
引
き

続
き
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、

よ
り
多
く
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

公
共
施
設
整
備
に
は
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ

令和２年度施政方針
（全文）

スポーツコンベンション



を
活
用
す
る
官
民
連
携
の
手
法
の
導
入
を
検

討
し
、
経
費
縮
減
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
「
令
和
」
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ

や
自
動
運
転
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大

変
革
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
働
き

方
改
革
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
な
ど
持
続
可

能
な
新
た
な
む
ら
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
村
の
先

人
で
あ
る
「
泰
期
」
が
示
し
た
「
進
取
の
気

性
」
の
精
神
で
、
職
員一丸
と
な
っ
て
行
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
民
並
び
に

議
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
共
に
「
創
造
・
協
働
・
感
動
の

む
ら
」
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

村
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針

　
こ
こ
で
、
村
政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針

を
述
べて
ま
い
り
ま
す
。

　

村
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
日
本
国

憲
法
の
理
念
及
び
「
読
谷
村
ゆ
た
さ
む
ら
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
基
本
理
念
と
次
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

基
本
的
人
権
を
守
り
、
誰
も
が
平
和
で

健
や
か
に
暮
ら
し
、
男
女
が
共
同
し
て
社
会

に
参
画
で
き
る
読
谷
村
を
目
指
し
ま
す
。

２　

平
和
を
希
求
す
る
憲
法
の
基
本
理
念
を

遵
守
し
、
米
国
優
位
の
日
米
地
位
協
定
の
見

直
し
に
向
け
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
村
民
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
読
谷
型
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
等
が一体
的
に
提
供
で
き
る
協
働
の

む
ら
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

４　

読
谷
補
助
飛
行
場
跡
地
を
は
じ
め
と
す

る
返
還
軍
用
地
の
跡
地
利
用
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
谷
村
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

　
以
上
、
こ
の
４
つ
の
方
針
を
村
政
運
営
の
柱

に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
き
た
む
ら
づ
く
り
の
成
果
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
新
た
な
創
造
発
展
に
向
け
て
、
村
民
と

と
も
に
汗
を
流
し
、
そ
の
成
果
を
共
感
で
き
る

「
創
造
・
協
働
・
感
動
」、
そ
し
て
「
い
ち
ゅ

い
ゆ
ん
た
ん
ざ
」
の
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

本
年
度
の
重
点
施
策

　

令
和
２
年
度
の
重
点
施
策
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

（
１
）
子
ど
も
子
育
て
の
推
進

　

子
ど
も
子
育
て
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計

画
で
あ
る
「
第
２
期
読
谷
村
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
村
に
お
け
る

少
子
化
対
策
、
待
機
児
童
の
解
消
、
子
育
て

支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
・
保
育
提
供
体
制
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
か
ら
社
会
福
祉
法
人
比
謝

川
福
祉
会
わ
か
た
け
北
保
育
園
の
増
改
築
に

よ
り
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
に
お
け
る
待
機

児
童
の
受
け
皿
を
確
保
い
た
し
ま
す
。
併
せ

て
５
歳
児
保
育
も
実
施
し
、
保
育
環
境
の
充

実
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
就

労
促
進
支
援
金
を
新
設
し
、
保
育
士
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
充

実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
に
喜
名
学
童

ク
ラ
ブ
が
開
所
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
読

谷
小
学
校
敷
地
内
への
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
に

着
手
し
、
引
き
続
き
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
民
間
学
童
保
育
施
設
へ
運
営
補
助
を
行
い
、

官
民一体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
立
幼
稚
園
に
お
き
ま
し
て
は
、
複
数
年

保
育
の一環
と
し
て
、
古
堅
幼
稚
園
に
続
き
読

谷
幼
稚
園
に
お
い
て
４
歳
児
保
育
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
に
対
応
し
た
保
育
・

教
育
の
実
施
に
よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
、
働
き
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図
って
ま
い

り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
に
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健
康
推
進
課
内
に
設
置

し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
って
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
費
助
成
制
度
の
実
施
や
医

療
機
関
で
の
病
児
・
病
後
児
一
時
預
か
り
事

業
、
食
育
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
努
め
、
要
保
護
児
童
の
保
護
及
び
自
立
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
世
帯
に
対
す
る
医
療
費
助
成
事
業
等
を

引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
貧

喜名学童クラブ
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困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
自
立
に
向
け

た
必
要
な
支
援
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
の

生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
学
校
運
営
協
議
会

を
充
実
さ
せ
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に
よ
る

学
校
支
援
への
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
つ
き
ま
し

て
は
、
家
庭
教
育
相
談
支
援
事
業
、
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
事
業
、
地
域
の
公
民
館
等

を
活
用
し
た
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

（
通
称
わ
ん
ぱ
く
広
場
）
を
継
続
し
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
ゆ
ん
た
ん
ざ
産
業
づ
く
り
の
推
進

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

「
読
谷
村
営
農
・
知
産
地
笑
推
進
室
」
を
中

心
に
、
営
農
指
導
の
強
化
、
農
家
や
農
地
所

有
適
格
法
人
等
の
経
営
の
安
定
に
努
め
、
営

農
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

農
林
水
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
図
り
、

医
福
食
農
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
生
産
さ
れ
る
農
水
産
物
や
加
工
品
を
学

校
給
食
等
で
活
用
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
と

６
次
産
業
化
に
よ
る
更
な
る
地
場
産
業
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
や

長
浜
川
土
地
改
良
区
と
連
携
し
、
防
風
林
帯

や
畑
地
か
ん
が
い
施
設
、
長
浜
ダ
ム
等
の
基

幹
的
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬

名
波
通
信
施
設
跡
地
に
お
い
て
、県
と（
仮
称
）

瀬
名
波
土
地
改
良
区
に
よ
る
県
営
土
地
改
良

事
業
の
実
施
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
の

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
大
型
定
置
網
漁
船

や
ジ
ン
ベエ
ザ
メ
生
け
簀
を
活
用
し
た
、
読
谷

型
観
光
体
験
漁
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
む
ら
（
ひ
と
）

づ
く
り
の
推
進

　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
体
育
施
設
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
村

内
企
業
・
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
る
受
け
入

れ
体
制
の
強
化
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
す
る
チ
ー
ム
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
更
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
選
手
な
ど
が
本
村
で

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
多
く
の
村
民
と
の
交
流
も
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
、
交
流
を
深
め
た
選
手
の
活
躍
を
と
お

し
て
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
、
村
民
に
夢
と

感
動
を
届
け
る
大
会
と
な
る
こ
と
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動
に
努
め
、
各

種
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
直
に
触
れ
合
え
る
機

会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
技

術
力
向
上
等
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
「
夢
・

希
望
・
感
動
」
の
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
体
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
よ
り
、
読
谷
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の一般
利

用
が
ス
タ
ー
ト
し
、
月
間
千
名
を
超
え
る
利

読谷村トレーニング室

長浜ダム

広報よみたん　 6　



用
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
（
仮
称
）
川
回
る

広
場
の
建
設
工
事
に
も
着
手
し
て
お
り
、
村

民
に
と
って
よ
り
利
便
性
の
高
い
新
た
な
体
育

施
設
の
整
備
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
包
括
的
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進

本
村
の
む
ら
づ
く
り
は
、
村
民
の
自
主
的
、

主
体
的
そ
し
て
創
造
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ
、

そ
の
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
村
に

お
い
て
も
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
協
力
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
む
ら
づ
く
り
の
主
人

公
で
あ
る
村
民
、
自
治
会
及
び
地
域
団
体
の

活
動
の
充
実
を
図
り
、
包
括
的
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
単
位
で
あ

る
行
政
区
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
住
民

の
む
ら
づ
く
り
への
参
画
や
地
域
福
祉
、
防
災

活
動
等
の
相
互
扶
助
の
向
上
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
自
治
の
基
礎
団
体

で
あ
る
自
治
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
地
の
伝

統
芸
能
・
文
化
の
継
承
発
展
、
さ
ら
に
は
字

別
構
想
の
諸
活
動
の
推
進
等
、
引
き
続
き
特

色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
宇
座
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
建

設
工
事
の
完
了
に
伴
い
、
新
施
設
で
の
供
用

を
開
始
し
、
更
な
る
地
域
活
動
の
拠
点
と
し

て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
木

地
区
学
習
等
供
用
施
設
の
改
修
工
事
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
本
年
度
の
予
算
と
実
施
項
目

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
に
対
応
し
た

編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
を
含
む
６
会
計
の
総
額
は

２
２
３
億
９
４
４
５
万
4
千
円
で
、
対
前
年

度
比
６
．
６
％
の
増
と
な
り
、一般
会
計
の
予

算
総
額
は
１
４
８
億
７
５
５
９
万
1
千
円
で
、

対
前
年
度
比
７
．
３
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
案
理
由

の
中
で
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

　

次
に
主
な
施
策
の
概
要
、
事
業
を
体
系
的

に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
風フ

ン
シ
ト
ゥ
シ
ナ
テ
ィ
ユ
チ
ユ
チ
ト
ゥ
ク

水
と
し
な
て
悠
々
と
暮
ら
さ

（
自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る
む
ら
づ
く

り
）

　

本
村
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し

い
む
ら
で
あ
り
、
引
き
続
き
自
然
環
境
の
保

全
に
配
慮
し
た
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

景
観
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
谷
村
景
観
条

例
及
び
読
谷
村
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
本
村

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
読
谷
村
固
有
の

風
景
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

墓
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
墓
地
整
備
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
継
続
し
て
適
正
な
誘
導
や

規
制
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
墓
地
乱

立
の
解
消
を
図
る
た
め
、
公
営
墓
地
の
整
備

に
向
け
た
調
査
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画

行
政
を
体
系
的
、
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
読
谷
村
第
３
次
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

軍
用
地
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読

谷
補
助
飛
行
場
跡
地
「
北
地
区
」
整
備
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
瀬
名
波
通
信
施

設
跡
地
に
お
け
る
県
営
土
地
改
良
事
業
の
導

入
に
向
け
、
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
地
区
計
画
の
都
市
計
画
決

定
を
し
た
楚
辺
通
信
所
跡
地
に
お
い
て
は
、

道
路
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
大
湾
東
地
区
、
大
木
地
区

に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
造
成
・
区
画
道
路
工
事
等
を
継
続
し
、

早
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
関
係
機
関
と

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
木
南
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
区
画
整
理
事

業
認
可
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
村
の
幹
線
道
路
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

区
画
整
理
事
業
に
関
連
す
る
村
道
比
謝
牧
原

線
、
村
道
大
木
喜
名
線
の
整
備
及
び
大
木
土

地
区
画
整
理
事
業
地
内
で
の
無
電
柱
化
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
排
水
路
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
渡
具
知

地
内
排
水
路
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
に
併
せ
て
、
上
下
水
道
部
を
新

設
し
、業
務
の
効
率
化
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
谷
村
水

道
事
業
変
更
認
可
に
基
づ
き
、
県
道
６
号
線

配
水
管
布
設
替
工
事
や
村
道
中
央
残
波
線
配

水
管
布
設
工
事
を
実
施
し
、
良
質
な
水
の
安

定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、
計
画
的
な
施
設
の
整
備
や
老
朽
管
の

改
修
な
ど
、
引
き
続
き
水
道
事
業
の
健
全
な

会計名称会計名称 予算額予算額
（千円）（千円）

前年度比較前年度比較
（％）（％）

一般会計一般会計 14,875,59114,875,591 7.37.3

診療所特別会計診療所特別会計 250,743250,743 △ 6.8△ 6.8

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 5,119,1445,119,144 4.84.8

後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 453,552453,552 4.94.9

水道事業会計水道事業会計 1,155,4381,155,438 △ 5.9△ 5.9

下水道事業会計下水道事業会計 539,986539,986 皆増皆増

合計合計 22,394,45422,394,454 6.66.6
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経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
木
土

地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
大
木
、

比
謝
、
古
堅
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
整
備

区
域
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
大
木
区
画
整
理
区
域
を
流
域
に
含
む
大

木
排
水
区
の
実
施
設
計
を
行
い
、
年
次
的
に

排
水
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

み
の
排
出
抑
制
を
図
る
た
め
、
指
定
ご
み
袋

の
手
数
料
の
見
直
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
自
走
式
木
材
破
砕
機
を
更
新

し
、
大
量
に
発
生
す
る
草
木
の
チ
ッ
プ
化
に
よ

る
再
資
源
化
に
取
り
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

低
炭
素
社
会
構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読

谷
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
村
管
理
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
、
消
費
電
力
削
減
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
排
出
量
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
及
び
防
犯
対
策
の
充
実
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
嘉
手
納
地
区
交
通
安
全
協
会
・
防
犯

協
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
の

推
進
及
び
防
犯
体
制
の
強
化
を
図
って
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
犯
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
治
会
管
理
防
犯
灯
の
修
繕
に

係
る
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
無
線
放
送
施

設
整
備
事
業
（
本
工
事
）
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
ち
む
清ヂ

ュ
ら
さ
あ
る
ひヒ
ト
ゥ
ヌ
マ
ナ

と
の
学
び
育ス
ダ
ち

（
夢
を
育
み
生
涯
輝
け
る
ひ
と
づ
く
り
）

　
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
の
教
育

に
関
す
る
理
念
や
必
要
な
施
策
を
位
置
付
け

た
読
谷
村
教
育
の
大
綱
（
読
谷
村
教
育
振
興

基
本
計
画
）
に
基
づ
き
、
様
々
な
教
育
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
よ
り

小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
の
教

育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
新
た
に
導

入
さ
れ
る
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に
対

応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
各
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
を
配
置
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、「
児

童
生
徒
１
人
１
台
端
末
」
導
入
に
向
け
た
高

速
大
容
量
の
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
学
力
の
向
上
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
学
力
向
上
推
進

協
議
会
に
お
け
る
取
り
組
み
や
学
力
向
上
委

員
会
に
よ
る
学
校
訪
問
を
効
果
的
に
実
施
し
、

学
校
教
育
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
就
学
援
助
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
な
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
制
度
内
容
の
充
実
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

渡
慶
次
小
学
校
に
お
い
て
老
朽
化
し
た
消
火

用
配
管
設
備
の
取
替
工
事
を
行
って
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
古
堅
南
小
学
校
の
校
舎
改
築
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
度
の
建
設
工

事
着
手
に
向
け
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
校
舎

改
築
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
実
施
設
計
を

行
って
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
む
ら

づ
く
り
に
寄
与
し
て
き
た
座
喜
味
城
跡
は
、

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
本
年
度
で
20
周
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
を
活
か
し
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
座
喜
味
城
跡
へ
の
親
し
み
や
知
識
を一層

深
め
て
も
ら
い
、
世
界
遺
産
な
ら
び
に
文
化
財

に
対
す
る
保
護
意
識
の
向
上
や
次
世
代
へ
の

文
化
継
承
に
資
す
る
た
め
、
各
種
取
り
組
み

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
湾
ア
ガ
リ
ヌ
ウ
ガ
ン
遺
跡
に
つ
き

ま
し
て
は
、
詳
細
確
認
調
査
を
行
い
、
引
き

続
き
文
化
財
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大湾アガリヌウガン遺跡

防犯灯の LED 化
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村
民
の
教
育
・
学
術
及
び
文
化
の
向
上
の一助

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
調
査
編
集
し
、
教
材
と

し
て
発
刊
し
た
「
読
谷
村
の
し
ま
く
と
ぅ
ば
」

小
冊
子
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
と
も
に
、
日
常

生
活
で
使
用
で
き
る
沖し

ま
く
と
ぅ
ば

縄
語
の
語ご

い彙
及
び
こ

れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
資
料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

村
民
総
参
加
の
読
谷
ま
つ
り
は
、
46
回
目

を
迎
え
ま
す
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統

芸
能
は
、
本
村
の
貴
重
な
文
化
資
源
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
村
民
と
と
も
に
、
新

た
な
文
化
の
創
造
に
取
り
組
み
、
村
内
外
に

「
咲サ

チ
フ
ク
ル

き
誇
る
文ハ

ナ化
」
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
創
造

性
・
国
際
性
に
富
み
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
施
設
機

能
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
空
調
機
器
改
修

工
事
及
び
防
水
工
事
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

村
立
図
書
館
で
は
、
誰
に
で
も
開
か
れ
た
知

の
拠
点
と
し
て
、
図
書
資
料
の
み
な
ら
ず
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
活
用
し
、
多
く
の
村
民
に

広
く
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更

な
る
図
書
館
利
用
者
への
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
お
い

て
、
広
告
を
掲
載
す
る
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
集
し
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
安

全
・
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し

い
給
食
を
供
給
し
、
児
童
生
徒
の
健
康
、
食

育
に
寄
与
す
る
運
営
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
御ウ

マ
ン
チ
ュ

真
人
や
笑ワ

ラ
い
誇

フ
ク
テ
ィて

健
ガ
ン
ジ
ュ
ウ康

のヌ

村シ
マ 

（
未
来
が
輝
く
ハ
ツ
ラ
ツ
む
ら
づ
く
り
）

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
を

中
心
と
す
る
「
地
域
支
え
合
い
活
動
」
を
引

き
続
き
推
進
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
く
ら
し
・
仕
事
等
生
活
の
困
り
ご
と

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
横
断
的
・
包
括
的

な
相
談
体
制
を
整
え
、
村
民一人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
一般
及
び
特
定
健
診
で
は
、
基
本
健
診
無

料
化
等
、
引
き
続
き
充
実
し
た
健
診
体
制
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
客
観
的
な
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
村
民
が
正
し
い
知
識
の
も
と
健

康
づ
く
り
の
方
法
を
自
ら
選
択
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
健

診
や
予
防
接
種
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
健
康
づ
く
り
と
成
長
発
達
の

支
援
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
国
の
緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
等
事
業
に

基
づ
き
、
成
人
男
性
を
対
象
と
し
た
風
し
ん

抗
体
検
査
及
び
風
し
ん
第
５
期
予
防
接
種
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
県
と
連

携
し
て
、
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
域
の

ゆ
い
ま
ー
る
共
生
事
業
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
各
自

治
会
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
、
読
谷
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

診
療
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
診
療
施

設
か
ら
隣
接
す
る
デ
イ
ケ
ア
施
設
へ
の
移
転
の

準
備
を
進
め
、
業
務
の
縮
充
を
図
って
ま
い
り

ま
す
。
地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
他
の
ク
リ
ニッ
ク
や
介
護
事
業
所
と
の

連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
攻
医
の
受
け

入
れ
や
訪
問
医
療
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

今
後
と
も
村
民
が
安
心
で
き
る
医
療
体
制
を

維
持
で
き
る
よ
う
行
政
機
関
と
し
て
の
診
療

所
の
新
た
な
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
情

報
提
供
及
び
相
談
支
援
事
業
な
ど
を
切
れ
目

な
く
実
施
し
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
就
労
支

援
の
た
め
の
雇
用
促
進
事
業
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の
整
備

と
精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
と
の
共
同
運
営
化
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。
引
き
続
き
県
、
他
市
町
村
と
連
携
し
、

事
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
本
村
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収

「読谷村のしまくとぅば」小冊子
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支
は
、
近
年
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、一人

当
た
り
の
医
療
費
は
高
齢
化
と
医
療
の
高
度

化
に
よ
り
増
加
し
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
維

持
す
る
た
め
、
財
源
と
な
る
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
強
化
、
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り

組
み
、
健
全
な
国
保
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
４
）
互タ

ゲい
に
勢イ

チ
ュい

起ウ
ク

ち
黄ク

ガ
ニ金

花ハ
ナ

咲サ
カ

さ

（
人
集
い
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
む
ら
づ
く
り
）

　

農
業
は
、
本
村
の
重
要
な
基
幹
産
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
村
は
こ
れ
ま
で
に
小
ギ
ク
、
甘

し
ょ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
拠
点
産
地
と
し
て
認
定
さ

れ
、
出
荷
体
制
の
強
化
な
ど
安
定
生
産
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
、
花か

き卉
、
野
菜
、
紅
イ
モ
、
マ
ン

ゴ
ー
等
の
農
産
物
及
び
畜
産
の
安
定
生
産
、

出
荷
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
な
担
い
手
育
成
や
認
定
農
業
者
等
の
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
の

交
付
金
制
度
等
を
活
用
し
、
農
家
や
農
地
所

有
適
格
法
人
等
の
所
得
向
上
と
負
担
軽
減
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
１
月
に
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
に
お
い
て

33
年
ぶ
り
と
な
る
「
特
定
家
畜
伝
染
病
（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）
豚
熱
」
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
本

村
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
・
県
・
関
連
団
体

等
と
連
携
し
、
家
畜
の
防
疫
体
制
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
そ

の
解
消
に
努
め
、
担
い
手
等
への
農
地
集
積
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
谷
村

漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
に
よ
る
「
み
な
と

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
や
「
お
さ
か
な
フ
ェ
ス
タ
」
な

ど
の
魚
食
普
及
活
動
の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
普
及
活
動
が

認
め
ら
れ
、
沖
縄
県
青
壮
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
に
お
い
て
、
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、

全
国
大
会
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
開
か
れ
た
漁
港
と
し
て
の

更
な
る
賑
わ
い
の
創
出
な
ら
び
に
水
産
業
の
発

展
に
資
す
る
べ
く
、
地
域
漁
業
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
谷
村

観
光
協
会
の
組
織
強
化
と
連
携
に
よ
り
本
村

の
観
光
資
源
・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

関
連
事
業
の
充
実
を
図
り
、
国
内
の
み
な
ら

ず
国
外
へ
も
「
よ
み
た
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
経

済
を
牽
引
し
、
そ
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資
に
対

し
て
、
固
定
資
産
税
に
対
す
る
特
例
等
の
支

援
制
度
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

商
工
会
への
運
営
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
村

内
企
業
の一層
の
事
業
拡
大
を
支
援
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ヤ
チ
ム
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
ヤ
チ
ム
ン

の
む
ら
」
と
し
て
認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
、

全
国
各
地
で
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。「
陶
器
市
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
開
催

期
間
中
で
お
よ
そ
１
万
４
千
人
が
来
場
す
る

な
ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
本
村
を
訪

れ
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
県

内
有
数
の
ヤ
チ
ム
ン
産
地
と
し
て
更
な
る
認
知

度
の
向
上
及
び
誘
客
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

読
谷
山
花
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
継
者

育
成
事
業
に
よ
る
技
術
の
伝
承
や
生
産
力
の

おさかなフェスタ

ヤチムンの里
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向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
内
外
の
情
報

発
信
を
強
化
し
、
コ
ー
ス
タ
ー
織
り
体
験
や

団
体
見
学
な
ど
の
集
客
数
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
う
ち
揃

ス
リ
テ
ィて

創チ
ュ
クら

な
平ヘ

イ
ワ
ヌ
ユ

和
の
世

（
平
和
で
平
等
な
協
働
の
む
ら
づ
く
り
）

　
本
村
は
こ
れ
ま
で
、村
民
と
行
政
が
協
働
し
、

一つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
平
和
で
平

等
な
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
む
ら
づ
く
り
の
主
人
公
で
あ
る
村
民
の

皆
さ
ま
と
協
働
に
よ
る
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ヨ
ミ
タ
ン
大
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
団

体
等
と
連
携
し
、
地
域
資
源
（
ヒ
ト
・
自
然
・

文
化
等
）
を
掘
り
起
こ
し
、
地
方
創
生
に
寄

与
す
る
取
り
組
み
を
官
民一体
と
な
っ
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
和
む
ら
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く

た
め
、
平
和
創
造
展
、
児
童
生
徒
の
平
和
に

関
す
る
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
の
充
実
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
恒

久
平
和
や
人
権
の
尊
重
、
多
様
な
生
き
方
の

保
証
、
い
じ
め
や
差
別
等
、
若
い
世
代
で
平

和
と
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
考
え
、
想
い
を
紡

ぎ
、
繋
い
で
い
く
た
め
の
新
た
な
機
会
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
「
Ｏ

ｋ
ｉｎａｗａｎ 

Ｄｒｅａｍ
１
０
０
万
人
の
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
本
村
の
平
和
を

希
求
す
る
心
を
世
界
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
村
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
も
あ
り
、
現
状

に
お
い
て
、
他
団
体
と
比
較
す
る
と
良
好
な

状
態
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、

小
学
校
の
建
替
え
や
子
ど
も
子
育
て
関
連
事

業
の
拡
充
を
予
定
し
て
お
り
、
旺
盛
な
財
政

需
要
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
内
部
経
費
の

節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
定
目
的
基
金

や
臨
時
財
政
対
策
債
等
を
有
効
に
活
用
し
、

引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
よ
る
業
務
自
動
化

の
仕
組
み
）
の
導
入
を
検
証
し
、
業
務
の
効

率
化
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
育
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
と
の
協
働
に
よ
る
む

ら
づ
く
り
や
村
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き

る
柔
軟
な
意
識
を
持
つ
職
員
を
育
成
す
る
た

め
、
各
種
の
派
遣
研
修
や
自
主
研
修
を
実
施

し
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
村
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

根
幹
と
な
る
重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
も
適
正
課
税
、
納
期
内
収
納
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
内
納
付
を
し
た
納
税
者
と
の
公
平
を
保
ち

滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
、
今
後
も
滞
納
者

に
対
し
て
財
産
調
査
に
基
づ
く
納
付
能
力
の

確
認
を
行
い
、
差
押
え
等
滞
納
処
分
を
執
行

す
る
な
ど
、
徴
収
強
化
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
環
境
の
整

備
と
い
た
し
ま
し
て
、
24
時
間
ど
こ
で
も
手
軽

に
納
付
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
裁

ア
プ
リ
を
用
い
た
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
い
た

し
ま
す
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

幹
系
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靭
化
及
び
災
害

時
の
業
務
継
続
を
確
保
す
る
た
め
、
基
幹
系

サ
ー
バ
ー
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 ■
結
び
に

　
以
上
、
村
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
、
そ

れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
主
要
施
策
事
業
に

つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
実

施
予
定
の
す
べ
て
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
む

ら
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
１
月
に
開
催
し
た
５
年
に一度
の
行
政

懇
談
会
は
、
村
民
の
意
見
を
聴
く
大
変
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
村
民

福
祉
の
増
進
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
「
雇
用
主
は
村
民
で
あ
る
」
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
村
民
の
視
点
に
立
っ
て
、
常
に
行
政
運

営
の
見
直
し
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
職
員一丸
と
な
って
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
安
定
し
た
財
源
の
確
保
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
事
業
運
営
、
行
政
評
価
を
取
り
入

れ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
通
し
て
、
最
大
限
の

効
果
を
引
き
出
す
行
政
経
営
を
行
って
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

日
本
中
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
に
は
、

「O
ne for A

ll, A
ll for O

ne

」
の
精
神

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
読
谷
村
ゆ
た

さ
む
ら
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
「
想ウ

ム
い
合ア

ワ
ち
」
の

精
神
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
「
い

ち
ゅ
い
ゆ
ん
た
ん
ざ
」
の
気
概
を
胸
に
、
村
民

の
皆
さ
ま
とO

ne Team

で
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
令
和
２

年
度
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
令
和
2
年
２
月
27
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
読
谷
村
長　
石
嶺　
傳
實
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令和２年度令和２年度
　　　　読谷村読谷村のの予算予算

一般会計の歳入一般会計の歳入

一般会計の歳出一般会計の歳出

区分 当初予算額 構成比
自
主
財
源

村税  4,004,561  27.0 
分担金及び負担金  140,522  0.9 
使用料及び手数料  227,309  1.5 
財産収入  705,792  4.7 
寄附金  151,000  1.0 
繰入金  944,609  6.4 
繰越金  51,840  0.3 
諸収入  208,652  1.4 

小計  6,434,285  43.2 
依
存
財
源

地方譲与税  85,469  0.6 
利子割交付金  1,788  - 
配当割交付金  6,462  - 
株式等譲渡所得割交付金  5,715  - 
法人事業税交付金  9,062  0.1 
地方消費税交付金  636,558  4.3 
ゴルフ場利用税交付金  15,005  0.1 
自動車取得税交付金及び環境性能割交付金  7,375  - 
国有提供施設等所在市町村助成交付金  82,121  0.6 
施設等所在市町村調整交付金  245,540  1.7 
地方特例交付金  17,836  0.1 
地方交付税  2,080,000  14.0 
交通安全対策特別交付金  2,843  - 
国庫支出金  2,608,861  17.5 
県支出金  2,090,251  14.1 
村債  546,420  3.7 

小計  8,441,306  56.8 
歳入合計  14,875,591  100.0 

村税 (27.0%)村税 (27.0%)

自主財源自主財源
(43.2%)(43.2%)依存財源依存財源

(56.8%)(56.8%) 財産収入財産収入
(4.7%)(4.7%)

繰入金 (6.4%)繰入金 (6.4%)

その他その他
(5.1%)(5.1%)国庫支出金国庫支出金

(17.5%)(17.5%)

地方交付税地方交付税
(14.0%)(14.0%)

県支出金県支出金
(14.1%)(14.1%)

村債 (3.7%)村債 (3.7%)
その他 (7.5%)その他 (7.5%)

区分 当初予算額 構成比
義
務
的
経
費

人件費  2,702,721  18.1 
扶助費  3,736,539  25.1 
公債費  816,181  5.5 

小計  7,255,441  48.7 
投
資
的
経
費

普通建設事業  2,187,164  14.7 
補助事業  1,387,576  9.3 
単独事業  799,588  5.4 

災害復旧事業  1  - 
失業対策事業  -  - 

小計  2,187,165  14.7 
そ
の
他
の
経
費

物件費  1,974,177  13.3 
維持補修費  52,513  0.4 
補助費等  2,481,023  16.7 
投資及び出資金  -  - 
積立金  174,875  1.2 
繰出金  720,397  4.8 
貸付金  -  - 
予備費  30,000  0.2 

小計  5,432,985  36.6 
歳出合計  14,875,591  100.0 

扶助費扶助費
(25.1%)(25.1%)

人件費人件費
(18.1%)(18.1%)

義務的経費義務的経費
(48.7%)(48.7%)

投資的経費投資的経費
(14.7%)(14.7%)

その他の経費その他の経費
(36.6%)(36.6%)

その他 (1.8%)その他 (1.8%)

繰出金繰出金
(4.8%)(4.8%)

物件費物件費
(13.3%)(13.3%)

補助費等補助費等
(16.7%)(16.7%)

単独事業単独事業
(5.4%)(5.4%)

補助事業補助事業
(9.3%)(9.3%)

公債費公債費
(5.5%)(5.5%)

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）


